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本研究では P2X受容体の生理機能を、P2X3受容体アンタゴニストである PPADS の ERG波
形に対する効果を用いて、In vivo ERGと Ex vivo ERG において評価した。In vivo ERGでは、
Combined rod-cone ERG条件にてPPADS 投与後に双極細胞の応答を反映する b波、並びにア
マクリン細胞及び神経節細胞の応答を反映する OP 波で明らかな振幅の減少を認めた。Scotopic 
ERG条件では、光刺激強度に関わらず、PPADS群において b波の振幅の減少を認めた。Photopic 
ERG条件では、a波および b波の両方において振幅の減少を認めた。Ex vivo ERGにおいても、
明らかな b 波の振幅の減少が認められた。以上の結果より、杆体を介する経路においては OPL






メカニズム、メカノバイオロジーとの関連、In-vivo と Ex-vivo の b波の相違の解釈などに
ついて質問がなされ、いずれも的確に回答した。網膜生理学における重要な基礎的発見で
あり、また将来、可能になるであろう網膜移植に際し、重要な基礎的知見につながる業績
であり、本論文は学位論文として価値あるものとして認定した。 
 
